
直
径

四
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

形
式

品
位

量
目

純
銀

三
十
一
・
一
グ
ラ
ム

通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
第
七
十
一
号
を
第
七
十
二
号
と
し
、
第
五
十
二
号
か
ら
第
七
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
二

千
円
の
貨
幣
の
う
ち
令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
二
千
二
十
七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
も
の

素
材

銀

彩
色

白
色
、
黒
色
、
青
緑
色
、
水
色
、
青
色
、
青
紫
色
、ピ
ン
ク
色
、

赤
紫
色
、
赤
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
、
黄
色
、
黄
緑
色
及
び
緑
色

別
表
第
四
第
四
十
三
号
イ
中
「
別
表
第
一
第
六
十
四
号
」
を
「
別
表
第
一
第
六
十
五
号
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
十
二

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
二
千
二
十
七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
千
円
の
記
念
貨
幣
で
あ
つ
て
、
そ
の
素
材
に
銀
を
含
む
も
の
の
う
ち
そ
の
製
造
に
要
す
る

費
用
が
千
円
を
超
え
、
か
つ
、
特
殊
な
技
術
を
用
い
て
製
造
し
表
面
に
光
沢
を
持
た
せ
た
も
の
で
、
一
枚
を
容
器
に
入
れ
た
も
の

三
万
四
百
五
十
五
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

別
表
第
三
中
第
六
十
五
号
を
第
六
十
六
号
と
し
、
第
四
十
六
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
六

令
和
九
年
に
開
催
さ
れ
る
二
千
二
十
七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
を
記
念
す
る
た
め
発
行
す
る
千
円
の
記
念
貨
幣

四
万
枚

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

２

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
五
年
政
令
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
五
十
五
号
」
を
「
第
五
十
六
号
」
に
改
め
る
。

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗


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